
 今年も３月１１日を迎えました。テレビでも多く震災関連の番組が放送され、当時のことが思い起

こされました。忘れずに思いを寄せること、語り継ぐこと、大事にしたいものです。 

１１日（月）、東日本大震災から１３年とな

りました。この日の全校朝会は震災学習とし

て、高橋美季子先生から自身の被災体験な

ど交えたお話を聞きました。当時住んでいた

釜石市鵜住居地区の様子やのちに「釜石の

出来事」といわれる震災直後の小中学生の

避難行動などのお話がありました。当時小学生だった先生の子供さんに

ついて「中学生の正しい避難行動のおかげで命を救われた。」と話して

いました。そしてそれは日頃の訓練の賜物なので、万が一の時のために

「くんれんはしんけんに。」と教えてくださ

いました。その日は、各学級でも震災に関

わる授業が計画され、また、14時４６分に

は黙とうをささげました。 

５年生教室から学習後の感想をいくつ

か紹介します。 

 

当時の様子を真剣に聞いていました 

下校前のホールで黙とうをささげる１年生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先週から今週にかけて、給食時間に

６年生が校長室を訪れ、卒業の思い出

にと一緒のランチタイムを過ごしました。

班ごとに日替わりで行いました。 

校長室に入って中をまじまじと見入っ

て喜んでいる子がいたり、ソファーに座

ってはしゃいでいる子がいたりとふだんのしっかり者の６年生とは少し違

った様子も見られました。小学校での思い出や中学校生活のこと、〇恋話

などでも盛り上がり、とても楽しい時間になりました。ありがとう、６年生！ 

卒業式まであとわずかとなりまし

た。式練習の時の返事や態度も立派

でとてもがんばっています。 

また、５年生を中心に式場関係の

準備も進められていて６年生の晴れ

の舞台が整いつつあるこの頃です。 

 東日本大震災で、ハザードマップから外れているところでも津波が来たから、海

の近くにいる時はできるだけ遠くにはなれた方がいいことが分かったし、安全なとこ

ろを確認したり、危ない所にはいかないようにしたりしたい。 

 私たちが産まれる前のことだったけど、とても東日本大震災のこわさが写真など

でよくわかりました。自然災害だからと言って何もしないのではなくて、避難場所を

確かめたり、もしもの時の防災グッズをそろえたりしすれば、急に地震や津波が来

てもすぐに避難できると思いました。 


